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トルコ語の bu,şu,o と日本語のコ・ソ・ア 
 
梅田 光伸 
 
0. はじめに 
この研究の目的は、トルコ語と日本語の指示詞を対照的に研究することで、両者の指示
詞の対応を明らかにすることにある。 
林(1989)から、現代トルコ語の指示詞の体系を、日本語と対比した形で示した表を以下
に引用した。 
 
 この   その   あの      bu         şu         o          
これ   それ   あれ        bu(n-)      şu(n-)     o(n-) 
ここ   そこ   あそこ bura       şura       ora   
こう   そう   ああ 
こんな  そんな  あんな 
  böyle      şöyle      öyle 
※ (n-) 後ろに複数接辞や格接辞などが付くとき現れる 
 
 また一般的に指示詞の用法には、指し示すものが具体的で話の現場に存在する直示用法
（現場指示、ダイクシス）と、指し示すものが話の現場ではなく談話やテキストの中に出
てくる照応用法（文脈指示）がある。 
 
 
1. 日本語の指示詞における先行研究 
直示用法 
人称区分説  コ：話し手の近くにあるもの 
    ソ：聞き手の近くにあるもの 
    ア：話し手・聞き手から遠いもの 
距離区分説  コ：話し手の近くにあるもの 
    ソ：話し手からやや離れたところにあるもの 
    ア：話し手から離れたところのあるもの 
金水他(2002:p218-219) 
照応用法 
＜共通体験のア＞文脈指示のアで指し示せるのは, 自分と相手とが, 共通の過去の体験の中で出会
って知っている物事である。 
＜体験提示のソ＞会話では, 聞き手の知らない物事を持ち出して再び指し示すには, ソやコを用いる。 
＜相手領域のソ＞相手が持ち出した物事を「相手側のもの」として扱う場合は, ソで指し示す。 
＜文脈焦点のコ＞文章の中で, 前もって示した物事のうち, 書き手（話し手）が特に取り挙げたいも
の, 読み手（聞き手）の注意を引きたいものをコで指し示す。 
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2. トルコ語の指示詞における先行研究 
 トルコ語の指示詞における先行研究においては、距離区分説、人称区分説、ジェスチャ
ー説、尊厳・軽蔑感の有無説など、様々な用法が説明されている。ここでは、最も新しい
説明であり、特に反例や反論が見られない林(1989)のディスコース説を紹介する。 
 
ディスコース説 
               話し手から近い・・・・・・ BU 
会話に導入されている 
            話し手から遠い・・・・・・ O 
会話に導入されていない・・・・・・・・・・・・・・・・ ŞU 
 
ŞU の使用条件 
(１) 指示対象は、会話に導入されていない。 
(２) 指示対象は、şu を含む発話と同時に、聞き手によって同定されなければならない。 
 
bu も o も使えず、şu のみを使える例文として、次のようなものを挙げている。 
(状況：話し手が聞き手の後方を示しながら) 
    Aa   şun-a    bak,   Hasan    geliyor.  
      おや それを 見ろ， ハサンが 来るよ 
また次のように、「引用される内容が指示詞より後ろにある」場合にも şu のみが用いら
れると述べている。 
  Hasana     şun-u   söyleyeceğim,   “Anneni    meraklandırma.” 
        ハサンに これを 言うつもりです「君の母を 心配させるな」 
逆に bu と o は使えるが、şu は使えない状況として次のように、「指示されているのは既
に言及されている対象」である場合があると述べている。 
(A,B２人の会話) 
    A:  Sizin    okumak   istediğiniz     kitabı    getirdim. 
         あなたの 読み   たがっていた  本を  持ってきました（私は） 
B:  Bun-u / On-u   ne   zamana   kadar   ödünç    alabilirim? 
   これを/それを   いつ   まで  借りられますか（私は） 
 
3. 先行研究に対する検討・問題点 
トルコ語の先行研究に対する検討・問題点として、以下の三点が挙げられる。 
１）特に問題とされている şu について、直示用法と照応用法の区別を無視しているため、
それぞれの用法において、指示詞 şu がどう使われるかが明確にされていない。 
２）bu については「近い」という概念が、o については「遠い」という概念が関係してく
ることが述べられている。しかし、これらは厳密な意味で何から何に対して「近い」の
か「遠い」のか、という点が曖昧である。 
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３）照応用法における bu と o の使い方の違いが未だ明らかにされていない。 
 
4. 調査 
トルコ語 “Küçük Prens”（以下【T】）と日本語「星の王子さま」（以下【J】）それぞれの
中で使われている指示詞を対照して考察した。 
 
表 1 【T】における指示詞の総数および【J】における指示詞の総数 
 直示用法 照応用法 計  直示用法 照応用法 計 
BU 83 
(16.0%) 
181 
(34.8%) 
264 
(50.8%) 
コ 101 
(17.4%) 
80 
(13.8%) 
181 
(31.3%) 
ŞU 9 
(1.7%) 
20 
(3.8%) 
29 
(5.5%) 
ソ 19 
(3.3%) 
330 
(57.0%) 
349 
(60.3%) 
O 5 
(1.0%) 
222 
(42.7%) 
227 
(43.7%) 
ア 16 
(2.8%) 
33 
(5.7%) 
49 
(8.4%) 
計 97 
(18.7%) 
423 
(81.3%) 
520 
(100.0%) 
計 136 
(23.5%) 
443 
(76.5%) 
579 
(100.0%) 
 
表 2 【T】と【J】の両方に出現している直示用法の指示詞の数 
（全体の 34,2%） 
 BU ŞU O 計 
コ 39 
(76.5%) 
2 
(3.9%) 
0 
(0.0%) 
41 
(80.4%) 
ソ 7 
(13.7%) 
0 
(0%) 
1 
(2.0%) 
8 
(15.7%) 
ア 0 
(0.0%) 
2 
(3.9%) 
0 
(0.0%) 
2 
(3.9%) 
計 46 
(90.2%) 
4 
(7.8%) 
1 
(2.0%) 
51 
(100%) 
 この結果から、直示用法においてはコと bu がほぼ対応する用例が多いことがわかる。 
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表 3 【T】と【J】の両方に出現している照応用法の指示詞の数 
（全体の 65,8%） 
 BU ŞU O 計 
コ 13 
(13.3%) 
1 
(1.0%) 
0 
(0.0%) 
14 
(14.3%) 
ソ 42 
(42.9%) 
1 
(1.0%) 
30 
(30.6%) 
73 
(74.5%) 
ア 2 
(2.0%) 
1 
(1.0%) 
8 
(8.2%) 
11 
(11.2%) 
計 57 
(58.2%) 
3 
(3.0%) 
38 
(38.8%) 
98 
(100.0%) 
 
この結果から、照応用法においてはソと bu/o が対応しやすいことがわかる。 
 
4.1 指示詞の考察－bu, o に関して 
 以下、まず bu と o の実際の用例を分析する。 
 
4.1.1 直示用法 
コと bu－用例数 39 
「ここ、とても寒いわ。（中略）」(p41) 
“Burası çok soğuk.” (p33) 
 直示用法のコと bu の対応はどれも、話し手と聞き手の双方にとって近い対象物を指示し
ている場合に現れている。日本語のコとトルコ語の bu は、その直示用法においてとても近
い意味をもち、その使用範囲は非常に似通っていると言えそうだ。 
 
ソと bu－用例数７ 
「それ、なあに？そのしなもの？」(p16) 
“Nedir bu?”(p15) 
日本語における直示用法のソは、相手領域の対象物を指すときに使われている。しかし
トルコ語においては、「話し手（と聞き手）から近い」とみなされたため、bu が使われて
いる。なお、相手領域の対象物を指すときに şu を用いる例はここでは確認されていない。 
 
4.1.2 照応用法 
コと bu－用例数 13 
状況説明：「キツネ」は「王子さま」との別れ際に言った。「さっきの秘密をいおうかね。
なに、なんでもないことだよ。心で見なくちゃ、ものごとはよく見えないってこ
とさ。かんじんなことは、目に見えないんだよ」続けて言ったセリフが・・・ 
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「人間っていうものは、このたいせつなことを忘れてるんだよ。（省略）」(p99) 
“İnsanlar unuttular bunu,”(p74) 
 日本語においては金水他(1998)の（Ⅳ）「文章の中で, 前もって示した物事のうち, 書き
手（話し手）が特に取り挙げたいもの, 読み手（聞き手）の注意を引きたいものをコで指
し示す。＜文脈焦点のコ＞」が用いられている。同様にトルコ語の bu にも、前述した内
容を特に取り上げて強調する、というニュアンスが感じられる。つまり bu は、＜文脈焦点
のコ＞と同じ働きをもつ可能性がある。これを仮に＜文脈焦点の bu＞と呼ぶ。 
 
アと o－用例数８ 
「ぼくは、あのひとだけ、友だちにすればよかったなあ。（省略）」(p70) 
“Arkadaşım olarak seçebileceğim tek kişi o.”(p53) 
照応用法におけるアと o の対応においては、以上のように、人称代名詞(he/she/it など)
で指し示すことができる場合であった。 
 
ソと bu－用例数 42 
状況説明：「王子さま」は「ぼく」に、花がトゲをもつこと、花がヒツジに食べられることを
話すが、「ぼく」はそのことを気に留めない。そこで「王子さま」は興奮して言った。 
「（省略）ぼくの星には、よそだとどこにもない、めずらしい花が一つあってね、ある朝、小さなヒツジ
が、うっかり、パクッとくっちまうようなことがあるってこと、ぼくが－このぼくが－知ってるのに、き
み、それがだいじじゃないっていうの？」(p36) 
“Bu çok mu önemsiz?”(p30) 
 「王子さま」は「それ」の内容を強調したかったため、＜文脈焦点の bu＞を使用した可
能性がある。 
 
ソと o－用例数 40 
そこで、王子さまは、当惑して、そこを立ち去りました。(p59) 
Küçük prens kafası karışmış olarak uzaklaşmıştı oradan.(p44) 
 すでに述べた、話し手（書き手）が特に取り上げたいものを指すときに使った＜文脈焦
点の bu＞に対して、ここの o はよりニュートラルに前述されたものを指し示している。 
 
4.1.3 まとめ 
以上の分析から、従来の先行研究で述べられてきたような「トルコ語と日本語の、bu と
コ、şu とソ、o とアがそれぞれ対応する」という説明は、直示用法においては bu とコの対
応以外には適当ではない、と言える。 
照応用法においても、「トルコ語と日本語の、bu とコ、şu とソ、o とアがそれぞれ対応
する」という説明は適当でない。照応用法においては、bu/o とソの対応の方がより近いと
言える。また、照応用法におけて、bu は話し手（書き手）が聞き手（読み手）に対して特
に取り上げたいものを強調したい場合に用いられ（＜文脈焦点の bu＞）、o は単純に前述し 
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たものを指す場合に用いられる可能性があると言える。 
4.2 指示詞の考察－şuに関して 
 次に、şu の全 29 用例を分析してみると、全ての用例がディスコース説における şu の両
使用条件をどちらも満たしている、とはいえないことがわかった。以下、簡単にそれぞれ
の用例を記す。 
 
ŞU の使用条件 
(１) 指示対象は、会話に導入されていない。 
(２) 指示対象は、şu を含む発話と同時に、聞き手によって同定されなければならない。 
 
１）両条件を満たす場合－用例６つがすべて直示用法 
状況説明：「王子さま」と「キツネ」の会話。 
 “Hem bak, şu buğday tarlalarını görüyormusun?”(p69) 
「それから、あれ、見なさい。あの向こうに見える麦ばたけはどうだね」(p92) 
 これは会話の途中で突然導入され、未だディスコースされていないものである。また、
向こうに見える麦ばたけは、発話と同時に聞き手である「王子さま」によって同定される、
とみなされる。 
 
２）条件１を満たす・条件２を満たさない場合－用例 9 つが照応用法の後方指示 
“Sonrası şu: Gezegen şimdi kendi çevresindeki dönüşünü bir dakikada tamamlıyor. (p52) 
「すると、こうだよ。いまじゃこの星のやつが、一分間にひとめぐりすることになってる（中略）」(p69) 
 
３）条件１を満たさない・条件２を満たす場合－用例 9 つが照応用法の前方指示 
＜尊厳・軽蔑感を伴う şu＞ 
状況説明：「ぼく」は絵を描いて大人の人たちに見せたが、大人の人たちは絵について全く
理解できない。そのような「おとなの人たち」を指して… 
Şu büyüklere her şeyi tek tek açıklamak gerekir hep.(p10) 
おとなの人ってものは、よくわけを話してやらないと、わからないのです。(p8) 
şu が前述された「おとな（の人）」を指している。そこには「おとな（の人）」に対する
軽蔑・中傷の気持ちが感じられる。 
＜相手領域の şu＞ 
状況説明：「ぼく」は、「王子さま」がどこか他の星からやってきたことがわかると、もっ
と詳しく知ろうとして質問をする。 
“Şu ‘yaşadığım yer’ dediğin yer neresi?”(p16) 
「＜ぼくんとこ＞って、それ、どこにあるの？」(p17) 
『その「住んでたところ」って（言った場所）、どこ？』（直訳） 
 「ぼく」は、「王子さま」がどこか他の星からやってきたことを会話の中で理解し、そ
の「住んでたところ」について話している。よって条件１を満たしていない。また「住ん 
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でたところ」は、聞き手である「ぼく」によって発話と同時に同定されるため、条件２を
満たしている、と考えられる。 
＜ディスコース・同定説に基づく şu＞ 
Çok geçmeden şu çiçek hakkında daha çok bilgi edindim. (p30) 
ぼくは、いくらもたたないうちに、その花がどんな花なのか、もっとよく知るようになりました。(p38) 
前の節において、「その花」はすでに何度もディスコースされているので、この用例は条
件１を満たしていない。また、「その花」は発話と同時に聞き手（ここでは読者）によって
同定できるので、条件２も満たしている。 
なお、この用例にはディスコース・同定説で述べた、金水他(2002:p242)の脚注からの、
「栗林裕氏（個人的話）は,すでに談話に導入済みの対象でも,対象の選択等の場面で聞き
手の注意が集中していない対象には şu が用いられる」という説明もできるだろう。この用
例は新しい節の文頭に現れているが、聞き手（読者）の記憶を引き戻す、という機能をも
つと考えられる。 
 
表 4 ディスコース説に基づく、şu の直示用法と照応用法の区別 
 条件２を満たす 条件２を満たさない 
条件１を満たす şu の直示用法 şu の照応用法・後方指示 
条件１を満たさない şu の照応用法・前方指示 
（尊敬・軽蔑感を伴う、相手領域
のものを指す、聞き手の記憶を引
き戻す、などの機能をもつ） 
なし 
 
5. 結論 
直示用法 bu 話し手が、空間・心理的に近いとみなした場合－日本語のコ(ソ)にほぼ対応 
  o  話し手が、空間・心理的に遠いとみなした場合 
          şu 話し手が、未だ会話にディスコースされていない・指示対象物は、şu を含
む発話と同時に聞き手によって同定される、とみなした場合 
※ジェスチャーを伴うこともある 
照応用法  bu 前述されたものを指す場合－日本語のソ(コ)にほぼ対応 
       （※話し手が特に取り上げたいものを指す＜文脈焦点の bu＞） 
  o  前述されたものを指す場合－日本語のソ(ア)にほぼ対応 
          şu １）後に続く引用節を指示する場合－後方指示（文章語の中で表れやすい） 
       ２）話し手が、すでに会話にディスコースされている－前方指示・指示対
象物は、şu を含む発話と同時に聞き手によって同定される、とみなし
た場合 
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※尊敬・軽蔑感を伴う、相手領域のものを指す＜相手領域の şu＞、聞
き手の記憶を引き戻す、などの機能をもつ 
 
 
＜付録＞ 世界の指示詞 
 付録として、「言語学大辞典」をもとに調べた、他言語の指示詞について簡単に整理した。
※印は、チュルク語系の言語を示す。 
 
２系列の言語 － 英語、フランス語、ドイツ語、中国語、※アゼルバイジャン語など 
３系列の言語 － 日本語、チュルク語系（トルコ語、キルギス語、ウズベク語など）、朝鮮
語、グルジア語、ラテン語など 
４系列の言語 － ユカギール語、※トルクメン語など 
ビックリの言語 － エスキモー語（ユピック方言） 
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